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きたかた よろこび多いまち
づくり

　東日本大震災から３年。福島県は地震・津波の被害に加え、
東京電力第一原子力発電所の事故により大きな被害を受け、い
まだに多くの県民の皆さんが避難生活を余儀なくされています。
　このたび、震災から３年が経過し、福島県社会福祉協議会の
主催による「明日へ向かう社会福祉のつどい」が開催され、本協
議会が震災直後に設置した災害ボランティアセンターの活動にご
協力いただいた関係団体に表彰状、感謝状が贈られました。改め
て、心より感謝申し上げます。
　市民の皆様におかれましても、今後とも社会福祉協議会の子ど
もから高齢者まで幅広い世代を対象とした福祉活動、災害支援活
動等にご賛同、ご協力くださいますようお願い申し上げます。

表彰：喜多方市民生児童委員連合会、喜多方市社会福祉協議会
感謝：喜多方市赤十字奉仕団、喜多方市ボランティア連絡協議会、

喜多方市食生活改善推進員会、喜多方市女性団体連絡協
議会、喜多方地区老人クラブ連合会壮年活動委員会、会
津喜多方商工会議所女性会、生活協同組合コープあいづ、
JA 会津いいで女性部、NPO 法人喜多方市民活動サポー
トネットワーク、熱塩加納町赤十字奉仕団、塩川町赤十
字奉仕団、山都町赤十字奉仕団、高郷町赤十字奉仕団

〈順不同〉

～東日本大震災に関する社会福祉功労表彰式～
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　社会福祉協議会は、「社会福祉法」に基づき行政単位ごとに設置され、地域の皆様や社会福祉関係機関・団体との連
携により、様々な地域福祉活動を行っている民間の福祉団体です。
　社協会費は、ボランティア活動やふれあいいきいきサロンをはじめとする小地域活動、福祉団体への支援など、人
件費に使われることなく全額を市民同士の支えあい事業に役立てられています。

決して強制ではありませんが、「ふれあいと喜び多いまちづくり」のために、
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

どんな事業に使われているの？

社協会費にご協力をお願いします
社協会費って何？

区　　　　分 金　　額
一 般 会 員 会 費 ５００円
賛助会員会費１口（個人） １, ０００円
賛 助 会 員 会 費 １ 口（ 企 業 ） ２０, ０００円

平成26年度 社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会予算
〈一般会計　収支内訳〉 〈単位：千円〉 〈単位：千円〉

収　　　　　入
会 費 収 入 9,408
寄 付 金 収 入 9,901
市 補 助 金 収 入 65,844
県 社 協 補 助 金 収 入 836
共同募金・歳末たすけあい配分金収入 9,783
受 託 金 収 入 228,938
利 用 料 収 入 17,609
負 担 金 収 入 1,101
介 護 保 険 事 業 収 入 361,771
障害福祉サービス等事業収入 10,331
包括支援センター介護料収入 23,524
受 取 利 息 配 当 金 収 入 758
そ の 他 の 収 入 12,779
合 　 　 　 　 　 計 752,583

支　　　　　出
法 人 運 営 事 業 135,120
地 域 福 祉 事 業 13,814
指 定 管 理 施 設 運 営 事 業 104,588
児 童 館 運 営 事 業 85,514
そ の 他 の 受 託 事 業 65,254
歳 末 た す け あ い 配 分 事 業 4,292
介 護 事 業 342,299
災 害 ボランティアセンター事業 1,702
合 　 　 　 　 　 計 752,583
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「気配り・目配り・思いやり」　　　　　　　　　　高郷町峯利田　小林 喜代春 さん

　続く過疎高齢化の流れは、独居、高齢世帯は勿論、介護世帯や生活弱者世帯の増加など、
深刻な状態で、集落行政運営にまで暗い影を落としている。国は団塊の世代が75歳以上に
なる2025年に向け、介護が必要であっても地域で暮らし続ける体制づくりを進めている。
　しかし、ご近所での人間関係やつながりも希薄化し、生活機能は向上しても、つながりは
無機質、コミュニティーの機能は薄く、地域の力の衰えが叫ばれて久しい現在、なかなか難
しい。そうした今日の生活スタイルに合わせ、多様な支援のあり方に対応する何らかの仕組
みが必要であろう。無論、組織的、継続的な支援は必要である。

　だが、福祉活動は理屈ではない。隣人愛に基づく善意のボランティアである。地域でみんなが暮らし続けられるため
に、まず自らが地域で動くしかない。遠慮や外聞を気にすることなく、ひと言の声かけが、手助けが、ボランティアの積
み重ねが、自分や廻りの意識改革につながる。
　気配り・目配り・思いやりの気持ちで。

～市民の皆さんより～ ー vol.5ー

　一昨年度、熱塩加納地区と塩川地区で実施した除雪ボランティア事業を、平成
25 年度は市内全地区での実施を計画し（塩川地区は積雪量が少なく希望世帯
がなかったため中止）、中高生、短大生、民生児童委員など大勢のボランティアの
参加をいただき４地区で実施しました。
　例年になく積雪の少ない冬でしたが、気温が低く屋根から
の落雪などが硬くなっていたため、予想以上に大変な作業と
なりましたが、一人暮らしの高齢者等の皆さんとの交流も楽し
みながら、予定した除雪作業を終了することができました。　
　作業を終えたボランティアの皆さんの笑顔からは、ちょっぴ
りの疲労感と、たくさんの満足感が感じられました。
　平成 26 年度も喜多方市民生児童委員連合会との共催に
より市内５地区で除雪ボランティア事業を実施します。

平成25年度 除雪ボランティア事業 ～高めよう！ 地域の福祉力～

～東日本大震災より～ 感謝を込めて
　福島原発事故の関係で喜多方市に避難をしていた田村
明日香さんは、小学校卒業と同時に三年間ともに過ごし
た齋藤 誠さん・久美子さんご夫婦に別れを告げ、南相馬
市の父親の
もとへ戻り
ました。
　田村明日
香さんが齋
藤さんご夫
婦にあてた
手紙を掲載
します。

　誠さん、最近久美子さんが仕事でいない時に、ご飯
を作ってくれたり、スキーを教えてくれたりしてあり
がとうございます。
　久美子さん、歯の仕事、ごくろう様です。久美子さん
は、仕事でつかれていても私とふつうに接してくれた
り、料理を教えてくれたりありがとうございます。
　そして、誠さん、久美子さんこの三年間、私の親代わ
りになってくれて本当にありがとうございます。
　私は、卒業したらすぐ南相馬に帰ってしまうけど、
誠さんと久美子さんと過ごした日は忘れません。中学
校に行ったら私は、数学や英語や部活をがんばりたい
です。はなれていても見守っていてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　田村　明日香

・中学生・教職員 ･･･････ 133 名（第三中学校、会北中学校、山都中学校、高郷中学校）
・高校生、教職員 ････････   39 名（喜多方桐桜高校、耶麻農業高校）
・会津大学短期大学生 ･･･     ８名　　・民生児童委員 ･･･35 名　　・市役所職員、一般の方 ･･･27 名
・社協職員 ･････････････   50 名　　・赤十字奉仕団 ･･･67 名（炊き出し訓練を兼ねた昼食の提供）

ご協力いただいた皆さん

熱塩加納地区ふれあい茶話会

～喜多方市おもちゃ図書館～もちつき大会

 東日本大震災に伴う避難世帯(児童)への支援活動
～塩川地区ふれあい福祉協議会～

　おもちゃ図書館では、小さな子どもさんが楽しく参加できるような催しを
おこなっています。喜多方地区では３月７日に恒例のもちつき大会を開催し
ました。
　子どもたちは臼と杵を使っての本格的なもちつきに大喜び。主任児童委
員の方々にご協力いただき、きなこもちにして美味しくいただきました。
　喜多方地区おもちゃ図書館／毎週金曜日、第1・3火曜日
　　　　　　　　　　　　9：30～11：30　喜多方市総合福祉センター

『隣近所の方々が集まってお茶飲みばなしをしよう』とふれあい福祉協議
会主催で、『ふれあい茶話会』を３年前から開催しています。血圧測定をした
りゲームをしたりして、お茶を飲みながら世間話をして２時間を過ごします
が、時間はあっという間に過ぎ、皆さん次回の開催を楽しみにしています。
写真は、３月に開催した『根岸行政区』の様子です。このときは、普段親し

く聞くことが少ない駐在さんからのお話を、お茶を飲みながら聴いていま
す。

高郷地区老人クラブ輪投げ大会

陶芸の魅力に触れてみませんか？

　高郷地区老人クラブ連合会では３月７日、公民館に集
い冬期間の運動不足の解消や会員交流を目的に、輪投
げ大会を開催いたしました。今年は例年になく参加者
86名と大勢集まり楽しい一日となりました。
　また、当老人クラブでは年１回発行の会員寄稿文集「お
いらく」第３５号を発行いたしました。

塩川地区

喜多方地区

熱塩加納地区

高郷地区

山都地区

　山都支所では、陶芸教室を山都と一ノ木の２ヶ所
で開催しています。和気藹々とした中で「世界にひ
とつだけの作品」作りをしています。長年教室に通っ
ている方が指導してくださるので、初心者の方でも
楽しんで作品を作り上げることが出来ます。ぜひ陶
芸教室においでください。
お問い合せ先：
喜多方市社会福祉協議会山都支所  0241-38-3100

　当協議会として震災後より、卒業式・始業式を間近に控えた塩川町に居住し、大熊
小学校・中学校へ通学している児童・生徒、塩川管内の小学校・中学校へ通学してい
る児童・生徒へ会員の方の手紙とともに図書カードを渡す活動をおこなっております。
　この活動は３年目となりましたが、今後も実施して行きたいと思っています。
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「気配り・目配り・思いやり」　　　　　　　　　　高郷町峯利田　小林 喜代春 さん

　続く過疎高齢化の流れは、独居、高齢世帯は勿論、介護世帯や生活弱者世帯の増加など、
深刻な状態で、集落行政運営にまで暗い影を落としている。国は団塊の世代が75歳以上に
なる2025年に向け、介護が必要であっても地域で暮らし続ける体制づくりを進めている。
　しかし、ご近所での人間関係やつながりも希薄化し、生活機能は向上しても、つながりは
無機質、コミュニティーの機能は薄く、地域の力の衰えが叫ばれて久しい現在、なかなか難
しい。そうした今日の生活スタイルに合わせ、多様な支援のあり方に対応する何らかの仕組
みが必要であろう。無論、組織的、継続的な支援は必要である。

　だが、福祉活動は理屈ではない。隣人愛に基づく善意のボランティアである。地域でみんなが暮らし続けられるため
に、まず自らが地域で動くしかない。遠慮や外聞を気にすることなく、ひと言の声かけが、手助けが、ボランティアの積
み重ねが、自分や廻りの意識改革につながる。
　気配り・目配り・思いやりの気持ちで。

～市民の皆さんより～ ー vol.5ー

　一昨年度、熱塩加納地区と塩川地区で実施した除雪ボランティア事業を、平成
25 年度は市内全地区での実施を計画し（塩川地区は積雪量が少なく希望世帯
がなかったため中止）、中高生、短大生、民生児童委員など大勢のボランティアの
参加をいただき４地区で実施しました。
　例年になく積雪の少ない冬でしたが、気温が低く屋根から
の落雪などが硬くなっていたため、予想以上に大変な作業と
なりましたが、一人暮らしの高齢者等の皆さんとの交流も楽し
みながら、予定した除雪作業を終了することができました。　
　作業を終えたボランティアの皆さんの笑顔からは、ちょっぴ
りの疲労感と、たくさんの満足感が感じられました。
　平成 26 年度も喜多方市民生児童委員連合会との共催に
より市内５地区で除雪ボランティア事業を実施します。

平成25年度 除雪ボランティア事業 ～高めよう！ 地域の福祉力～

～東日本大震災より～ 感謝を込めて
　福島原発事故の関係で喜多方市に避難をしていた田村
明日香さんは、小学校卒業と同時に三年間ともに過ごし
た齋藤 誠さん・久美子さんご夫婦に別れを告げ、南相馬
市の父親の
もとへ戻り
ました。
　田村明日
香さんが齋
藤さんご夫
婦にあてた
手紙を掲載
します。

　誠さん、最近久美子さんが仕事でいない時に、ご飯
を作ってくれたり、スキーを教えてくれたりしてあり
がとうございます。
　久美子さん、歯の仕事、ごくろう様です。久美子さん
は、仕事でつかれていても私とふつうに接してくれた
り、料理を教えてくれたりありがとうございます。
　そして、誠さん、久美子さんこの三年間、私の親代わ
りになってくれて本当にありがとうございます。
　私は、卒業したらすぐ南相馬に帰ってしまうけど、
誠さんと久美子さんと過ごした日は忘れません。中学
校に行ったら私は、数学や英語や部活をがんばりたい
です。はなれていても見守っていてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　田村　明日香

・中学生・教職員 ･･･････ 133 名（第三中学校、会北中学校、山都中学校、高郷中学校）
・高校生、教職員 ････････   39 名（喜多方桐桜高校、耶麻農業高校）
・会津大学短期大学生 ･･･     ８名　　・民生児童委員 ･･･35 名　　・市役所職員、一般の方 ･･･27 名
・社協職員 ･････････････   50 名　　・赤十字奉仕団 ･･･67 名（炊き出し訓練を兼ねた昼食の提供）

ご協力いただいた皆さん
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地域包括支援センターは、高齢者の方が住
みなれた地域で安心して生活できるよう総
合的に支えていくための拠点です。
行政、介護サービス事業所、病院などの関
係機関と連携して困りごとの解決に努め、地
域の高齢者や家族を支えます。

喜多方市地域包括支援センターだより

“よらんしょネット”

お気軽にご相談ください。

元気を応援
！！

元気を応援
！！

元気を応援
！！
あなたの街の

「喜多方市地域包括支援センター」　

喜多方市地域包括支援センター

協力機関

TEL.0241-21-8856　FAX.0241-23-3296

塩　川
サブセンター

熱塩加納
サブセンター

山　都
サブセンター

在宅介護支援センター
喜多方市立第1中学校区

高　郷
サブセンター

涙のあとには虹がでる！～笑いも大事だけど泣く事も大切なんです。～涙のあとには虹がでる！～笑いも大事だけど泣く事も大切なんです。～
　笑うことは、脳の血流を増やし、やる気を出したり認知症の予防に効果があると言われていますが、
泣く事も涙を流すことでストレスを解消させてくれています。
　とくに大きなストレスには泣くことが効果的です。感動の涙もストレス解消になりますので、映画
や小説などで感動した時、また大きな悲しみにつつまれたときは我慢せずに、思い切り泣くように
しましょう。

介護保険や介護予防のこと
●介護保険や介護予防の相談
●要支援1・2の人の介護予防ケアマネジメント
●要支援・要介護になるリスクの高い人の介護
　予防ケアマネジメント　　　　　　　など

暮らし全般のこと
●介護保険外のサービスに関する相談
●福祉や保健、医療に関する相談
●住宅改修に関する相談
●経済的な困窮に関する相談　　など

虐待防止や権利擁護のこと
●虐待に関する相談や連絡・通報
●悪質商法に関する相談
●金銭管理や契約に関する相談
●成年後見制度の利用支援　　など

専門職への支援
●地域の
　ケアマネジャー
　に対する支援
　　　　　  など

小　野

在宅介護支援センター
喜多方市立第3中学校区

しょうぶ苑

在宅介護支援センター
喜多方市立第2中学校区

天心ケアハイツ

介護予防豆ちしき介護予防豆ちしき
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。
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1
月
１
日
〜
3
月
31
日
受
付
分
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ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

一
般
寄
付

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

傾聴ボランティア募集のお知らせ
Q 傾聴ボランティアってどんなことをするの…　

A 社会福祉協議会のコーディネートにより、市内福
祉施設等において相手の話に耳を傾け、相手の心
に寄り添う傾聴活動を行うボランティアです。

Q 傾聴ボランティアをするには資格は必要なの…

A 本会で実施する傾聴ボランティア養成講座修了
者及び同等の経験・知識を有する方となります。
（詳しくは、問い合わせ先へご連絡下さい。）

話す機会の少ない高齢者等の孤立感や不安感の軽減を図るため、
傾聴ボランティアの募集を行います！！
興味のある方はお問い合わせください。

【問い合わせ先】
喜多方市社会福祉協議会　福祉課地域福祉係　TEL.0241-23-3231
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※きたかた社協だよりの作成経費として、社協会員会費及び共同募金配分金を
　活用させていただいております。

日
時
●
平
成
26
年
５
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場
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喜
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方
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事

　
　
　
　
　
　
　
　

     

佐
々
木
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長 

氏

日
時
●
平
成
26
年
５
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
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喜
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方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
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ー
ル
」
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師
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県
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社
会
福
祉
学
科
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

市
川

　和
彦 

氏

平
成
26
年
度（
２
０
１
４
年
度
）

福
島
い
の
ち
の
電
話 

春
季
公
開
講
座
の

　
ご
案
内（
喜
多
方
会
場
） 

※

各
回
と
も
入
場
無
料（
１
回
の
み
の
参
加
も
可
）

※

春
季
公
開
講
座
は
喜
多
方
会
場
の
ほ
か
、福
島

　
市
で
も
３
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

※

聴
講
希
望
者
は
、事
前
に
電
話
で
お
申
込
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喜多方市社会福祉協議会
介護事業所統合のお知らせ
　このたび、介護事業の組織
改変により平成 26 年５月１日
に、下記のとおり介護事業所
を統合いたしました。
　なお、市民の皆様に対する
サービスの提供は統合先の事
業所において、今までどおり
市内全域を対象に提供いたし
ます。
　今後とも、喜多方市社会福
祉協議会の介護サービスをご
利用いただきますようお願い
いたします。

平成26年５月１日より

●喜多方ケアプランセンター　 
●喜多方ケアプランセンター

●熱塩加納ケアプランセンター

●塩川ケアプランセンター ●塩川ケアプランセンター

●山都ケアプランセンター ●山都ケアプランセンター

ケアプランセンター

●喜多方ヘルパーセンター ●喜多方ヘルパーセンター
●塩川ヘルパーセンター 　塩川サブセンター

●高郷ヘルパーセンター ●高郷ヘルパーセンター

平成26年５月１日よりヘルパーセンター

第30回 センターまつり開催します
平成 26 年６月８日（日）10:00 ～14:00
喜多方市高齢者生産活動センター（岩月町宮津字火付沢３５６７-１）

日　時
場　所

〈問合せ先〉喜多方市高齢者生産活動センター　TEL.２４-２２９７

●センター会員が心をこめて作った作品の展示販売（通常価格の 30％off）
●体験教室（陶芸、織物、手芸、押し花）　申し込み受付中！
●そば、おでん、バザー、お楽しみ出店多数
●市内一部送迎バスも運行します（お問い合わせください）
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●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112

8きたかた社協だより


